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（Internal Working Models : IWM）が、以後親密な関係において影響を与える。そして、親友
や恋人といった親密な他者との関係において内的作業モデルが機能することが多くの実証的研究























































② 失恋からの経過期間について（ ）年（ ）ヶ月の空欄に数字を記入するよう求めた。
③ 失恋するまでの交際期間、片想いの期間について「A さんとの恋愛期間はどのくらいで
したか」と尋ね、「1. 1カ月以内」、「2. 1カ月～3カ月未満」、「3. 3カ月～6カ月未満」
「4. 6カ月～1年未満」「5. 1年～2年未満」「6. 2年以上」の 6つの選択肢の中から選択
するよう求めた。
④ 関係崩壊後の心理的反応を測定する尺度 失恋した相手との関係 片思い・恋愛関係の 2
件法。山下・坂田（2008）による失恋時のショック度。4項目。5件法。失恋関係の重要
性。5件法。失恋相手との一体感（2つの円環の重なりが大きいほど心理的に近しいこと
を示す Inclusion of Other in Self Scale ; Aron, Aron, & Smollan, 1992の尺度の邦
訳）。7件法。失恋相手への関与度（コミットメント）（Investment Model Scale ; Rus-
















れていた。失恋相手との交際期間は 1か月以内 5名（5.1％）、1～3カ月未満 26名（26.5％）、3













09 恋人の予定に合わせて自分の予定を立てている .905 .081
17 恋人中心の生活である .841 .077
24 恋人ともし別れたら生きていけないと思う .805 .124
12 恋人とケンカや何か問題が生じたとき、他のことは全く手に付かなくなる .802 .003
20 ちょっとしか会える時間がなくてもそのためにちょっとのためであったら無理してでも会う .769 .007
04 恋人と別れないためなら、恋人のどんな嫌な要求にも従ってしまう .731 .034
08 急に恋人から会おうと言われたら予定が入っていてもドタキャンして会ってしまう .670 .058
13 恋人に尽くすことが好きである .650 .191
15 1日に 1回は用もないけどメールや電話をして欲しい .608 .059
23 恋人のことを想うと、強い感情が突き上げてどうしようもなくなる .600 .216
25 恋人がいないと人生は物足りないと思う .518 .158

















05 自分が想っているほど恋人が自分のことを想ってはくれないのではと不安になる .174 .921
14 電話やメー ルの返事がないと自分のことをそんなに好きではないのではと不安になる .215 .915
22 恋人からの愛情が、ほんのわずかでも欠けていると感じたときには悩み苦しむ .201 .690
02 恋人が自分を気にかけてくれない時、すっかり気がめいってしまう .169 .571
23 恋人が誰か他の人にも関心があるのではないかと疑うと落ち着いていられない .245 .532
18 親しい同性の友人が、自分の恋人と仲良さそうに話しているのを見た時不安になる .089 .502
因子間相関 .624
06 服装や髪形など恋人の好みに合わせる .335 .115
16 2人の関係についての主導権は恋人が握っている .290 .263
表 2 失恋コーピング尺度の因子分析（N＝98）項目番号は山下・坂田（2008）と同じ
項目 未練 肯定的解釈 否定的解釈
F 1‘未練’，α＝.874
10 連絡を取ろうとした .802 .008 −.087
19 失恋後、相手の人を愛した .800 −.047 .034
13 相手の人を思い出した .787 .002 .030
02 相手の人と会おうとした .731 .104 −.124
21 思い出の品を眺めた .622 −.009 −.010
23 思い出の場所へ出かけた .596 .128 −.058
20 関係が戻ると思った .582 −.106 .149
27 悔んだ .522 −.072 .022
15 楽しい出来事を思い出した .486 −.056 .058
F 2 否定的解釈，α＝.818
09 愚痴を言った −.058 .784 .019

















14 幻滅した −.078 .777 −.139
03 相手の人を恨んだ .077 .777 −.037
17 相手のことを考えると嫌だった −.151 .599 .106
11 ほかの異性を好きになった −.040 .396 .102
F 3 肯定的解釈，α＝.857
29 成長に役立つと思えるようになった −.114 −.010 .822
01 何かを学んだと思えるようになった .214 −.011 .805
05 肯定的に捉えられるようになった .133 −.020 .734
22 失恋の良い面を見つけられる −.065 .044 .720
18 自分を磨く努力ができるようになった .220 .103 .490
06 忘れてしまおうと思った .150 .333 .063
































次に、恋愛依存尺度の 2因子「恋人中心」「恋愛不安」の得点を、上位 25％、下位 25％で
Hi/Lo 群に分け、失恋コーピング尺度の得点、関係崩壊後の心理的反応を測る尺度の得点を比較
した（表 4-1、4-2、表 5-1、5-2）。
その結果、「恋人中心」Hi 群は Lo 群よりも失恋コーピング「未練」の得点が高かった（t
（38）＝4.558, p＜.01）。また、「恋愛不安」Hi 群は Lo 群よりも失恋コーピング「未練」の得点
が高かった（t（38）＝3.758, p＜.01）。他の失恋コーピング因子の得点に有意差は認められなか
った。
表 4-2 恋愛不安 Hi/Lo 群間の失恋コーピング得点の比較
恋愛不安
Hi（25） Lo（16） t 値




















表 5-1 恋人中心 Hi/Lo 群間の心理的反応各尺度得点の比較
恋人中心
Hi（25） Lo（15） t 値


























表 4-1 恋人中心 Hi/Lo 群間の失恋コーピング得点の比較
恋人中心
Hi（25） Lo（15） t 値





















関係崩壊後の心理的反応では、「恋人中心」Hi 群は Lo 群よりもショック度（t（38）＝4.597, p
＜.01）、コミットメント（t（38）＝4.541, p＜.01）、重要性（t（38）＝5.305, p＜.01）、一体感（t














表 5-2 恋愛不安 Hi/Lo 群間の心理的反応各尺度得点の比較
恋愛不安
Hi（25） Lo（15） t 値




























離愛（42） 片想い（28） t 値















































離愛（42） 片想い（28） t 値
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